
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 小単元の目標 

〇輸入など外国との関わり、生産量の変化、生産に関わる新しい取組などについて、地図帳や地

球儀、統計などで調べ、まとめたことを基に食料生産の概要を捉え、食料生産が国民生活に果

たす役割を考え、表現することを通して、我が国の食料生産は、国民の食料を確保する重要な

役割を果たしていることを理解している。 

〇輸入など外国との関わり、生産量の変化、生産に関わる新しい取組などについて、主体的に学

習問題を追究するとともに、これからの食料生産の発展について考えようとする態度を養う。 

 

２ 小単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①輸入など外国との関わり、生

産量の変化、生産に関わる新

しい取組などについて、地図

帳や地球儀、統計などで調べ

て、必要な情報を集め、読み

取り、食料生産の概要を理解

している。 

②調べたことを文や表などに

まとめ、我が国の食料生産

は、国民の食料を確保する重

要な役割を果たしているこ

とを理解している。 

①輸入など外国との関わり、生

産量の変化、生産に関わる新

しい取組などに着目して、問

いを見いだし、食料生産の概

要や食料生産が国民生活に

果たす役割について考え、表

現している。 

②学習したことをもとに、これ

からの食料生産の発展に向

けてできることを消費者や

生産者の立場から多角的に

考え、適切に表現している。 

①我が国の食料の生産や輸入

について予想や学習計画を

立てたり、見直したりして、

主体的に学習問題を追究し、

解決しようとしている。 

②学習したことをもとに、これ

からの食料生産の発展につ

いて消費者や生産者の立場

から多角的に考えようとし

ている。 

 

３ 小単元について 

本小単元は、学習指導要領 内容（２）アイに基づいて設定した。前時までの農業や水産業に関

する学習に基づき、食料生産が果たす役割について学習を深める小単元である。 

日本における食料生産の問題として、食料自給率の低さが挙げられることが多い。日本の食料自

給率（カロリーベース）は、昭和４０年度の７３％から令和元年度の３８％へと長期的に低下して

ＩＣＴ活用事例 Ｃ２（協働での意見整理） 

小学校５年・社会 「これからの食料生産」 

使用機器：タブレット、大型モニタ 

使用アプリ：ホワイトボードソフト、プレゼンテーションソフト 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

①ホワイトボードソフトやプレゼンテーションソフトの共同編集により、児童が互

いの考えを効率的に交流することができ、話し合いを活性化することができる。 

②学習したことをプレゼンテーションソフトにまとめることで、単元を通して学び

をつなげることができる。 



 

 

きている。現在は食料を安定的に輸入できているが、それが将来的に保障されているわけではない。

この他にも、日本の食糧生産については様々な課題があり、多角的な視点から解決策を探っていく

ことが求められている。〔参考：農林水産省『知ってる？日本の食料事情』https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/〕  

本小単元は、これまでの食料生産の学習のまとめとして位置付けている。児童はこれまでに主に

生産者の立場から農業や水産業といった食料生産について学習してきているが、食料自給率の課題

を考える場合、生産者だけでなく、食料を購入したり消費したりする消費者の立場が重要である。

このことから、学習においては「生産者と消費者」、「国内と海外」、「長所と短所」といった様

々な立場で物事を考え、より多角的な視野で学習を進めるようにしていきたい。 

 

４ 指導と評価の計画（５時間） 

過

程 
ねらい ○主な学習活動 

◆評価規準 

■ＩＣＴの活用 

見

通

す 

〔第１時〕 

・食料生産の現状に着

目して、これからの

食料生産の進め方

についての学習計

画を立て、追究の見

通しをもつ。 ○主な食料の食料自給率を調べる。 

○食料生産量と自給率の関わりをグラフから

読み取る。 

○日本の食料生産についての意見を出し合い、学

習計画を立てる。 

◆思-① 

 観察 

プレゼンテーションソフト  

◆態-① 

 観察 

プレゼンテーションソフト  

 

■プレゼンテーションソフト 

〔ＫＪ法〕 

調

べ

る 

〔第２時〕 

・食料の輸入につい

て、長所と短所、消

費者と生産者の立

場など多角的な視

点で捉え、国内の食

料生産が向き合う

課題やその解決策

について考える。 

○食料の輸入について、消費者と生産者の立場か

ら長所・短所を考える。 

◆知-① 

 観察 

プレゼンテーションソフト  

 

■プレゼンテーションソフト 

 〔マトリックス〕 

〔第３時〕 

・「なぜ食料自給率は

減っているのか。」

「もし輸入がなく

なったら、食生活を

維持できるのか。」

という第１時で挙

がった疑問につい

て調べて、考える。 

〇第１時で抱いた疑問について調べ、考える。 

◆知-① 

 観察、ノート 

〔第４時〕 

・食の安心・安全を確

保するために様々

な立場で取組を行

っていることを捉

える。 

○食の安心・安全を確保するために行われている

取組を調べる。 

◆知-② 

 観察、ノート 

学習問題 

日本の食料生産にはどのような課題があ

り、これからの食料生産をどのように進めた

らよいだろうか。 

食料の輸入には、どのような長所や短所が

あるのだろうか。 

なぜ食料自給率は減っているのだろうか。 

もし食料輸入が 0％になったら食生活を維

持できるのだろうか。 

食を安定して確保し続けるためには、どの

ようなことが大切なのだろうか。  



 

 

・国内の食料生産の課

題を解決するため

の取組に着目して、

国内で食料を生産

し、安定して確保す

るには様々な立場

からの協力が大切

だと捉える。 

○国内の生産者が取り組んでいることを調べる。 

○その取組の“売り”を考える。 

ま

と

め

る

・

振

り

返

る 

〔第５時〕 

・これまでの学習を整

理して、国内の食料

生産の発展に向け

てできることを、生

産者の立場と消費

者の立場を関連づ

けながら考え、これ

からの生産や食生

活についての意見

をもつ。 

○これまでの学習内容をもとに、学習問題につい

て生産者・消費者それぞれの立場から自分の意

見を考える。 

◆思-② 

 発表 

プレゼンテーションソフト  

◆態-② 

 観察、 

表計算ソフト  

 

■プレゼンテーションソフト 

 〔ＫＰ法〕 

■表計算ソフト  

 〔学習感想〕 

■プレゼンテーションソフト 

 〔学習のまとめ〕 

 

５ ＩＣＴの効果的な活用について 

（１）活用するツール 

 単元を通して学習支援ソフトを活用した。学習支援ソフトは、ブラウザ上で操作し、同時に共

有したり編集したりすることができる。毎時の学習に関する資料などを保存していくことで、児

童の学びを可視化したり、児童が学びのつながりを意識したりすることができる。 

＜主に活用するツールと期待される効果＞ 〔 〕内は使用するアプリケーション 

ＫＪ法 

〔プレゼンテーションソフト〕 

学習問題について「調べる必要があること」を付箋に記入し、意見交換しな

がら学習計画を立てる。学習を通して分かったことなどをその都度追記して

いくことで、学びのつながりを可視化することができる。 

マトリックス 

〔プレゼンテーションソフト〕 

 縦軸と横軸に項目を記入し、表にまとめていく。本単元では、食料生産に関

する課題解決に向けた取組について、生産者や消費者、多角的な視点から「メ

リット」や「デメリット」を分析するために活用した。 

学習感想 

〔表計算ソフト〕 

 単元の学習後に、学習したことを表計算ソフトに記入し、一覧にして保存

する。学習内容や学習の仕方を積み上げていくとともに、いつでも振り返る

ことができる。 

ＫＰ法 

〔プレゼンテーションソフト〕 

 紙芝居プレゼンテーション法。伝えたい内容について、要点を絞り、４枚の

スライドに短い言葉でまとめる。具体的な内容を要約することで、大切なこ

と（社会的事象の意味や特色）を効果的に考えることができる。 

 

国内の食料生産を発展させていくために

は、どうしていけばよいのだろうか。  

まとめの例 

 大規模な生産を進めれば、生産費用が下が

り、価格も下がる。そうすることで消費量を

上げることができるだろう。 



 

 

（２）プレゼンテーションソフトを用いた学習計画づくり・学習の振り返り 

 

 

第１時  

個人で記入した考えを班ごとにＫＪ法で整理し、各班の考えは全体で共有した。思考ツール（Ｙ

チャート）を用いて考えをグループに分けた上で、学習の大まかな流れを話し合う活動を通して、

学習計画を立てた。（①～④が学習する順番を示す） 

 

第１時で左側を記入  

・学習問題を解決するために調べるべきこと

を「学習したいこと」として各自が４点ま

で記入した。 

第５時で右側を記入  

・第１時で記入した「学習したいこと」につ

いて、分かったことや考えたことをその都

度を記入するようにした。 


